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はじめに 
 新潟リハビリテーション大学は平成 22 年４月
に開学し,今年度で４年目を迎える.開学時のカ
リキュラムを構築するにあたって,様々な方々が
大変苦労され練り上げてきたことと推察する.大
学が今年度で完成年度を迎えるにあたり,過去３
年間行ってきたカリキュラムについて現状を調
査し,新カリキュラムはどのようなものがよいの
かを何度も修正を加えながら構築してきた.平成
24 年度に行った学生に対する学生生活満足度調
査と,教員に対する現カリキュラム調査の結果を
紹介し,新カリキュラム作成時の参考とした経過
を報告する.これからの本学の方向性であり,ま
た次の世代が新しいカリキュラムをつくってい
くための１つの足掛かりとするため,記録として
残しておく必要があると考え,その経過と考え方
をこの場をお借りして述べさせていただく. 
 
教員,学生に対するアンケート調査 
新カリキュラムを考えるにあたって,特に本学
の目玉としての位置づけであった認定心理士資
格の取得制度に関して再考する必要性が出てき
た.発足当時の教師陣の陣容が変わり,多くの科
目を非常勤講師に頼らざるを得なくなってきた.
また認定心理士資格自体が就職に結びつくこと
が少ないことなどの理由で,廃止するかどうかの
議論が起こってきた.そこで平成 24 年 9 月に,全
教員及び全学生に対して新カリキュラムに関す
るアンケート調査を行った.大学生活においては
教員の指導や講義内容,科目の種類など,教育に
関することが満足度の大きな部分を占めるため,
学生に対しては主として学生生活の満足度と認
定心理士に関することを調査した.また教員には
主に学校の目玉となるアイデアと認定心理士に
関する質問をした.その結果を以下に示す. 
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A. 学生に対する学生生活の満足度及びカリキュ
ラムに関する希望調査の結果 
１．調査の概要 
新潟リハビリテーション大学学生全員（1，2，
3 学年）に対しアンケート調査を行った.調査期間
は平成 24 年 9 月下旬である.全体の回収率は 99
人/219 人（44.8％）,学年別回収率は 1 学年 26 人
/88 人（29.5％）,2 学年 62 人/78 人（79.5%）,3
学年 21 人/48 人（43.8%）,専攻別回収率は理学療
法学専攻（以下 PT と略す）63 人/149 人（42.3%）,
言語聴覚学専攻（以下 ST と略す）36 人/63 人
（57.1%）であった. 
 
２．入学動機は「オープンキャンパス（OC）に
参加して」「学力的理由」「認定心理士の資格取得」
「少数教育」が多かった.(縦軸は回答数) 
    
 
 
３．本学に入学してよかったかどうかについて
「非常に良かった」「おおむね良かった」で 55％
を占めたが,「どちらともいえない」が 3 割ほどあ
った. 
 
 
    
４．学生生活全体の満足度は「満足」「やや満足」
で 57％を占めたが,「どちらともいえない」が 28％
であった. 
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５．カリキュラム面の満足度は「満足」「やや満
足」で 38％になり,「どちらともいえない」が 42％
あり,カリキュラム改善の必要性がある. 
 
    
６．教育指導面の満足度はカリキュラム面の満足
度とほぼ同じ比率で,改善の必要がある. 
    
 
 
 
 
 
 
 
７．施設・設備面での満足度は「あまり満足でな
い」「不満足」で 35％を占め,改善の必要がある. 
    
 
 
 
８．大学の運営方法面での満足度は「どちらとも
いえない」が半数以上を占め改善の必要がある. 
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９．上記以外の満足度は下図のごとくである. 
    
 
10．講義内容に関する満足度は「満足」「やや満
足」で 46％を占めたが「どちらともいえない」と
の回答も多く改善の余地がある. 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11．講義科目の種類に対する満足度は「満足」「や
や満足」で 56％を占めたが,改善の余地がある. 
    
 
 
12．講義科目の種類が不満足な理由は下図のごと
くである.(縦軸は回答数) 
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13．臨床実習の現状について現在のままでいいと
の意見が多かった. 
    
14．国家試験対策の現状に対する意見は下図のご
とくである.（縦軸は回答数） 
    
 
 
15．認定心理士の履修状況は下図のごとくである.
（縦軸は回答数） 
 
16．認定心理士の資格が将来役立つかどうかにつ
いては PT,ST とも「役立つ」が「役だたない」を
やや上回った.（縦軸は回答数） 
    
 
 
 
17．将来充実すべき科目は下図のごとくである.
（縦軸は回答数） 
    
 
自由記載として本学の目指す方向,魅力・自慢で
きる点,教育指導,講義内容,本学の環境,改善する
ほうがよい点,将来への提言,本学のキャッチコピ
ーについて質問を行った.個々の記述は省略して,
以下にグラフと自由記載について要約して示す. 
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18．学生に対する新カリ,満足度調査まとめ 
＊回収率は 44.8％で 2 年生が多い.専攻別回収人
数の割合は PTS は 63 人(63.6％),STS は 36 人
(34.4％)であった. 
＊入学動機はオープンキャンパスに参加して,学
力的理由,認定心理士が取れる,少数教育だからと
の回答が多い. 
＊55%の学生が本学に入学してよかったと感じ
ている.学年別にみると 1 年生は良かったという
回答は 76.9%,2年生は 51.9%,3年生は 33.3%と学
年が進行するに従い低下している. 
＊学生生活面では 57%が満足度が高い. 
＊教育指導面ではどちらともいえないとの回答
が多かった. 
＊施設・設備面での満足度は低い. 
＊運営方法面では満足度が高いのは 30％で,どち
らともいえないのは 54%に上った. 
＊講義内容に対する満足度が高いのは 46％で,ど
ちらともいえないのは 43%に上った. 
＊臨床実習は 74%が現状でよいと答えている. 
＊国試対策はもっと早くから開始すべき,講義内
容に国試対策を盛り込むようにとの回答が多い. 
＊認定心理士取得のために履修している学生は
41 人/99 人＝41.4%いる.STS 専攻の履修者は
66.7％である.PTS 専攻履修者は 27.4％であった. 
＊認定心理士の資格が将来役に立つと考えてい
る学生は STS・PTS とも変わらず 44％いた.役だ
たないと考える学生は STS は 34.2％,PTS は
39.4％であった. 
＊将来充実すべき科目として,国家試験対策科目,
高齢者医療科目,内部疾患科目が多く挙げられて
いた. 
以下自由記載質問項目の要約を示す. 
＊本学が目指すべきあり方として,臨床能力を高
める教育と国家試験の合格率を上げる教育が多
かった.またコミュニケーション能力や社会人と
して通用する教育,社会に役立つ専門職の養成,人
間性を高める教育を望んでいる回答も多かった. 
＊本学は雰囲気がアットホームでコミュニケー
ションがあり,教員も親しみやすく何でも相談に
乗ってくれるとの回答が多い.ただし 3 年生は書
き込みが少ない. 
＊教育指導について 1,2 年生は分かりやすく教え
てくれるとの回答が多く,3 学年（主に PT）は概
して教育指導に不満を感じているようである. 
＊講義内容について 1学年は概ね良い.2学年は概
ね良いが,PTS は詰め込みすぎとの意見があっ
た.3 学年（主に PTS）は評価の悪い意見がみられ
た. 
＊環境について,全学年で自然が豊かで勉強に集
中できる,少人数の良さを感じている,との回答が
多い. 
＊本学の改善点について,講義のやり方,連絡の遅
さと連絡内容,体育館の狭さ,食堂の充実,週末の施
設開放,授業料督促の時期などに不満が多かった. 
＊将来への提言として,全体としては施設の充実,
図書館の土曜開館などがあった.PTS は将来につ
ながるような講義を要望.STS は国家試験対策の
充実を要望していた. 
＊本学のキャッチコピーとして小規模の利点,学
生と教員の近さ,自然の豊かさを特長と考えてい
る意見があった. 
以上が学生に関する大学生活の満足度とカリ
キュラムに関する意見である.次に教員に対する
新カリキュラムに関するアンケート結果を掲載
する. 
 
B.新カリに関する教員アンケート結果 
1.アンケートの概要 
新潟リハビリテーション大学教員,及び新潟リ
ハビリテーション専門学校教員に対し新カリに 
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４．臨床実習のあり方については下図のごとく
であった. 
 
5. 国家試験対策については下図のごとくで
あった. 
 
 
６．PT,ST,OT にとっての認定心理士資格の有
用性については「役に立つ」という意見が「役
に立たない」という意見よりやや多い.(縦軸は
回答数) 
 
関するアンケート調査を行った.調査期間は平
成 24 年 9 月である.回収率は大学教員 19 人/25
人＋専門学校教員 8 人/8 人＝57.6%であった. 
２．本学の重点とすべき教育として「国家試験
の合格率を上げる」「臨床能力のあるセラピス
トの養成」「臨床・研究能力のあるセラピスト
の養成」が多かった.(縦軸は回答数) 
 
 
３． 現在の開講科目に関する改善点は下図の
ごとくである.(縦軸は回答数) 
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有用性の具体的理由として,知識・教養とし
て臨床・研究に役立つ. 患者の応対等にも役
立つ.役に立たせるか,立たせないかは本人次
第.等の意見があった. 
 
７．認定心理士を継続すべき理由としては「入
学者が希望している」が多かった.(縦軸は回答
数) 
 
 
８．認定心理士を継続しない理由として,「教
える人材不足」が多かった.(縦軸は回答数) 
 
その他の意見として,役立たないだけでなく,
専門への集中が不十分になり有害である.負担
が大きい.学生が認定心理士資格に対して正し
い理解をしていないおそれもある.PT にとっ
て役立つ選択科目を増設した方が良い.学生の
中にはそれを希望して受験する方もいるのも
事実.心理系の科目に圧迫されて他のカリキュ
ラムがきつい.上記項目を考えると役立たない
とは言い切れないが,あまり役立つとは思えな
い.国家試験に合格するだけでも大変であるの
に,それ以外の勉強をする余裕がある学生は少
ないと思う.などの意見があった.  
 
9. 認定心理士取得の替りに目玉となるものと
して「住環境コーディネーター」「医療事務」
「社会福祉主事」「養護教諭」など在学中に取
得できるように支援・補助する.大学にふさわ
しい多様な選択科目の開設や施設の充実,ゼミ
制度の実施などが必要.実習教育の充実をはか
り,クリニカルクラークシップの導入と実習時
間の増大,実習を行う施設の種類を増やす.少人
数の利点を生かせる（例えばチューター制度の
充実,学生を交えた職員との交流,地域交流の活
発化）.診療所を充実し実習補助として使用.学
生と教員の距離感や大学全体の雰囲気が本学
の特長なので少人数教育.転専攻制度の導入.大
学の目玉となる科目の開設.学生間の活発な交
流や学生同士の学業補助.等があった. 
 
10．将来充実すべき科目として下図のような回
答があった.(縦軸は回答数) 
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11．本学のキャッチコピーについて以下のような
回答があった. 
学生と教員の距離が近いこと,学生一人ひとり
に目が行き届くこと.「誰に言われなくても,君の
役に立つために私は学ぶ」.「現場で即戦力となる
臨床力と,臨床を支える研究力の育成が大きな魅
力」.「人の心の杖であれ」.などがあった. 
12．本学教育に期待すること・改善点等は以下の
ごとくである. 
国家資格取得を目指さない学生のためのコー
スがあってもよいのでは.地域及び地域住民と関
わり合いながら,地域に貢献できる大学を目指す.
国家試験対策のため,また将来の教授候補を育て
る意味でも若手教員の充実.学生へのきめ細かい
対応,地域との交流,国家試験の合格率は重要.本当
の意味での小さな大学の利点を目指す.教職員一
人ひとりが,もっと大学全体のことを把握してい
られるようなシステム作り.国家試験対策.大学・
大学院教育に資する教員の充実.事務職員の校務
への関わり方の改善.等があった. 
13．教員に対するアンケートのまとめ 
＊本学が重点とすべき教育内容として,「資格を取
ること」,「臨床能力（研究能力）」が第一で,「社
会に役立つこと」,「全人教育等」が続いた. 
＊現行カリキュラム改善の必要性がある. 
＊国家試験対策として,成績により卒業させない,
進級試験を厳しくすべき,講義内容に国試対策を
入れる等の意見があった. 
＊認定心理士の資格が役立つという意見と役立
たない意見がほぼ同数であった.PT の場合は役だ
たない意見が多く,ST は半々であった. 
＊認定心理士を継続すべき理由として,入学者が
希望していることが多かった. 
＊認定心理士を継続しない多くの理由が挙げら
れている. 
＊将来充実すべき科目として,国試対策,高齢者医
療,地域医療,接遇科目等が多かった. 
＊本学教育の改善点として国家試験対策,地域と
の連携が重要などの意見があった. 
 
C.学生と教員のアンケート内容の共通点と相違
点 
学生と教員の意見をまとめると以下のように
なった. 
 学生 教員 
本学が重点と 
すべき教育 
1.臨床能力を高める 
2.国家試験の合格率を上げる 
3.コミュニケーション能力や社会人と
して通用する 
1.国家試験合格率を上げる 
2.臨床能力 
3 臨床能力＋研究能力 
次に人間性,全人教育,社会 
国家試験 
対策 
早くから開始 
講義内容に国試対策を盛り込む 
成績により卒業させない 
進級試験を厳しく 
講義内容に国試対策を入れる 
認定心理士の資格 役だつ 44％ 
役だたない 34％,39％ 
役だつ,役だたないがほぼ半々 
将来充実 
すべき科目 
1.国家試験対策 
2.高齢者医療 
3.内部疾患 
1.国試対策 
2.高齢者医療 
3.地域医療 
4.接遇科目 
 
アンケート内容を踏まえた新カリキュラム作成
作業 
以上のアンケート結果を踏まえて,以下のよう
に新カリキュラム作成作業を進めていった. 
１．アンケート内容及び関係教員の意見を加味し,
認定心理士資格取得制度の廃止を教授会にて決
定した.しかしながら心理系科目に関しては学生
の希望が多く,現代社会の状況も鑑み,科目数やコ
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マ数は減らすが,ある程度は残すこととした.旧カ
リの学生で認定心理士資格を取りたい学生に対
応するため,1，2 年は現状維持し,同学年内で取得
単位数が変わらないような配慮をした. 
２．認定心理士取得制度廃止に代わる大学の目玉
として,人口の高齢化を考慮し,福祉系科目や高齢
者科目等,地域リハビリテーション関連科目を充
実させた. 
３．本年度からの作業療法学専攻の開設に伴い,
一部の専門科目を専門基礎科目に移動した. 
４．企業が要請するグローバルセンスを持った学
生を養成するため,海外研修の機会がある科目と,
ドイツ語を新設した. 
５．１年次の後期からの転専攻制度を開始するた
め,一部の専門科目を後期に移動した. 
６．２年次から継続して４年次の卒業論文につな
げるため,研究活動に関する科目を新設した. 
７．国家試験対策として３,４年で総合演習科目を
新設した. 
８．作業療法学専攻では世界作業療法連盟
（WFOT）の臨床実習に関する基準を満たすため,
臨床実習期間を延長した. 
９．平成 25 年７月,新カリキュラムにおける専任
教員の担当科目とコマ数の調整作業を行った.同
時に来年度に必要な非常勤の調整を行っている. 
 
おわりに 
 本学が大学として開学し今年で４年目になり,
３年目に学生,教員に対するアンケート調査を行
ったことで,現状把握が行われ,良い点,問題点,改
善点,将来進むべき方向性など多くの示唆を得ら
れた.これらの点を参考にしながら,新カリキュラ
ムの作成,改善点,将来の方向性などを検討してい
った.また自由記載内容は要約した. 
 新カリキュラムは３年ほど施行してのち,その 
 
問題点や改良点がわかってくること,また社会情
勢の変化に伴い改変する必要がでてくると思わ
れる. 
 認定心理士に関しては,心理資格の国家試験制
度の導入の可能性も視野に入れ,来年度に再検討
することも必要であろう. 
 本学のような地方の小さな大学が生き残るた
めには,在校生や卒業生による口コミが受験生を
増やす重要な手段である.在校生の本学への評価
は学生生活満足度の改善が最重要事項である.そ
の中で教育内容・方法の改善,授業評価などの教育
内容は重要な部分を占めている.教育改善,学生生
活の満足度改善など大学改善のためすべきこと
は多くある. 
（本原稿は 2013 年９月に執筆したものである） 
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The Niigata University of Rehabilitation was established in April, 2010, and the last academic 
year was greeted in the current academic year. Investigating the present condition about the 
curriculum performed for the past three years, we have examined a new curriculum. In advance of 
new curriculum creation, degree-of-satisfaction investigation of the university life was conducted to 
the student. The questionnaire about the present curriculum was performed to the teacher.  
A. Student's results of an investigation are as follows. 
＊The recovery rate was 44.8%. As for the number of recoveries, PT were 63 persons (63.6%) and ST 
were 36 persons (34.4%). 
＊There are many replies with open campus participation, the reason for [ academic ability ], 
authorization psychologist acquisition, and a small number of education about an admission 
motive.  
＊Although 55% of students enter this study and think that it was good, it is falling as a grade 
advances. 
＊About student life, 57% has a high degree of satisfaction.  
＊There were many replies that it can be then called neither about educational instruction. 
＊ About an institution and equipment, a degree of satisfaction is low.  
＊About the management solution, 30% has a high degree of satisfaction, and 54% had answered 
that can call it neither. 
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＊46% has a high degree of satisfaction to the contents of a lecture, and that it can be called neither 
went up to 43%.  
＊It is answered about clinical training that the present condition may be satisfactory for 74% of 
students. 
＊There are 41/99 student (41.4%) who are studying for authorization psychologist acquisition to 
accumulate＊44% of PT and ST think that an authorization psychologist's qualification will be 
helpful in the future. 
＊State examination measure subjects, medical-care-for-elderly-people subjects, and internal 
disease subjects were mentioned as a subject which should be substantial in the future. 
＊As the way that should be which Our university should aim at, there were much education which 
heightens clinical capability, and education which raises the ratio of successful applicants of a state 
examination. Moreover, there were also many replies which heighten communications skills and 
which train the professionals which are useful to the society accepted as a member of society of 
improving humanity. 
＊Our university has a homely atmosphere and there are many replies that there is communication 
and a teacher also gives advice anything sociably. However, a third grader has little writing. 
＊There are many replies that teacher teaches plainly to first graders and second graders, but it 
seems that three grades (mainly PT) feel dissatisfaction for educational instruction generally. 
＊The first grader and the second grader consider that the contents of a lecture are in general good. 
The third grader (mainly PT) thinks that it is bad. 
＊Since nature is rich, many students think that it can concentrate on study.  
Moreover, since the university is a small number of people, there are many answers that it is good. 
＊For the student, the time of the way of a lecture, the lateness of connection, the contents of 
connection and a small gymnasium, a poor dining-room, institution opening of a weekend, and 
tuition demand, etc. had much dissatisfaction. 
B. The questionnaire result of a teacher is as follows. 
＊As educational contents which our university should make importance, "obtaining qualification" 
and "clinical capability (research competency)" are the first.  
Next, "being useful to society" and "all-round education etc." were mentioned. 
＊The opinion that an authorization psychologist's qualification is useful, and the opinion which is 
not useful were the same numbers mostly. In PT, there were many opinions which are not useful, 
and ST was half-and-half. 
＊As a subject which should be substantial in the future, there were many opinions of state 
examination correspondence, medical care for elderly people, community medicine, treatment, etc. 
C. Based on the above questionnaire result, new curriculum creation work was done as follows. 
①Abolition of the authorization psychologist qualification acquisition system was determined at 
the faculty meeting.  
－ 15 －
 
―14― 
新潟リハビリテーション大学紀要 Vol.2, No.1 2013 
However, about the mental system subject, there was much a student's hope and we decided that a 
certain grade leaves. 
②As a special feature of the university replaced with authorization psychologist acquisition system 
abolition, community rehabilitation related subjects, welfare system subject and an elderly-people 
subject, were enriched in consideration of aging of population. 
③In order to start the system where major is changeable from the second half of one grade, some 
special subjects were moved in the second half. 
④The comprehensive exercise subject was newly established as state examination correspondence 
in 3 or 4 years. 
⑤In order to meet the standard about clinical training of a world occupational therapy league 
(WFOT) by an occupational therapy study section, the clinical-training period was extended. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
